
 

 

来る 12 月 22 日(日)、人文社会科学部が地域史シンポジウムとして主催する「茨城城郭

サミット-県北編-」が開催されます！ 

5 年度にわたる「茨城県中世城館跡総合調査」により、県内には 1135 ヶ所の中世城館跡

が所在することが明らかになりました。昨年度の「県央・県西編」に続き、今年度は「県北

編」として、この調査事業の成果を、茨城の歴史に関心をもつ皆様に、わかりやすく報告

します。 

記 

１ イベント名 

第 19 回茨城大学人文社会科学部地域史シンポジウム・第 17 回常陸大宮市文書館カレッジ 

「茨城城郭サミット－県北編－[茨城県中世城館跡総合調査成果報告会]」 

２ 日 時 

令和６年 12 月 22 日(日) 12：30～17：00 入場無料・申込不要 

３ 会 場 

常陸大宮市文化センターロゼホール 大ホール （常陸大宮市中富町 3135－６） 

４ 主   催  

茨城大学人文社会科学部、常陸大宮市教育委員会、茨城県教育委員会 

５ 内 容 

 ○記念講演 

  「それからの佐竹氏－常陸から出羽へ－」金子 拓（東京大学史料編纂所） 

 ○報  告 

 ・「県北地区の中世城館－近年の発掘事例を中心に－」 

山口 憲一（常陸太田市教育委員会） 

 ・「古文書・古記録が語る常陸北部の合戦と城館」森木 悠介（東海村立図書館） 

 ・「常陸・下野国境の城館群－佐竹氏・那須氏の攻防－」 

山川 千博（大田原市産業文化部） 

・「用水体系と平地城館－那珂市菅谷地区を事例として－」藍原 怜（那珂市総務部） 

 ・「まだまだあった！多賀郡の城館」青木 義一・五十嵐 雄大（茨城城郭研究会） 

 ○パネルディスカッション コーディネーター：高橋 修（茨城大学人文社会科学部） 

６ そ の 他 

  詳細につきましては、チラシをご参考ください。 



 

 

 


